
68 リ  ア  ホ  ナ

マリッサ・ウィディソン， 
ソニア・クェナラータ
本
ほん

当
とう

にあったお話
はなし

をもとに書
か

かれました。

毎
ま い

日
に ち

 
もっと 
よく 
読

よ

む

ジョセフは本
ほん

のページをめ
くると，しかめつらをしま

した。あと2ページあります。
「大

だい

丈
じょう

夫
ぶ

？」お母
かあ

さんが聞
き

き
ました。
「ぼく，本

ほん

が好
す

きなんだ。で
も，読

よ

むのがすごくおそいんだ
よね」とジョセフは答

こた

えました。
「もっとすらすら読

よ

めるようにな
るにはどうすればいいのかな。」
「いい考

かんが

えがあるわ」とお母
かあ

さん。「毎
まい

日
にち

モルモン書
しょ

を1 章
しょう

ずつ読
よ

んだらどうかしら。そう
すれば，もっとすらすら読

よ

める
ようになるわ。」
ジョセフはやってみました。
最
さい

初
しょ

は長
なが

い時
じ

間
かん

がかかりまし
た。長

なが

い言
こと

葉
ば

は声
こえ

に出
だ

してみ
なければなりませんでした。そ
れでも，毎

まい

日
にち

読
よ

み続
つづ

けました。
やがて，1 章

しょう

よりもたくさん読
よ

めるようになりました。
2 週
しゅう

間
かん

がすぎました。ジョセ
フがはさんだしおりは，ニーファ
イ第

だい

一
いっ

書
しょ

からニーファイ第
だい

二
に

書
しょ
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こ
ど
も

にうつりました。それから，ヤ
コブ書

しょ

に入
はい

りました。
あるばん，家

か

庭
てい

の夕
ゆう

べでジョ
セフがレッスンをすることにな
りました。
「どうしたらいいか，ぼく分

わ

かる
よ。」ジョセフは思

おも

いました。ジョ
セフは『モルモン書

しょ

ものがたり』
の本
ほん

を見
み

つけました。それには文
ぶん

章
しょう

と絵
え

がのっていました。ジョセ
フはページをめくって，レッスンに
ぴったりな物

もの

語
がたり

を見
み

つけました。
ジョセフはその物

もの

語
がたり

を家
か

族
ぞく

に
読
よ

んで聞
き

かせました。「船」のよ
うに，短

みじか

い言
こと

葉
ば

も読
よ

みましたし，
「めいじられた」のように，長

なが

い言
こと

葉
ば

も読
よ

みました。預
よ

言
げん

者
しゃ

は，これ
らの言

こと

葉
ば

をはるか昔
むかし

に書
か

きました。
どの言

こと

葉
ば

も簡
かん

単
たん

に読
よ

めました。
物
もの

語
がたり

を読
よ

み終
お

えたとき，お母
かあ

さ
んは目

め

になみだをためていました。
「大

だい

丈
じょう

夫
ぶ

，お母
かあ

さん？」ジョセ
フが聞

き

きました。
「ええ」と，お母

かあ

さんが答
こた

え
ました。「お母

かあ

さんね，うれし
いのよ。あなたが，一

いっ

生
しょう

けんめ
いがんばったから。」
ジョセフはにっこりしました。
「お母

かあ

さんに言
い

われたように，
毎
まい

日
にち

読
よ

んでいるよ。」ジョセフ
は自

じ

分
ぶん

のモルモン書
しょ

をお母
かあ

さ
んに見

み

せました。しおりは，ア
ルマ書

しょ

まで行
い

っていました。
いつか，ジョセフのしおりは
本
ほん

の最
さい

後
ご

まで行
い

くでしょう。そ
うしたら，また最

さい

初
しょ

から始
はじ

める
ことができるのです。■
このお話

はなし

を書
か

いた人
ひと

はアメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

ユタ州
しゅう

とボリビアに住
す

んでいます。
イラスト／ケーティー・マクディー
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ね ん

1 月
が つ

13281_TMP_68-69_Widdison_ReadingBetterEveryDay_JPN.indd   69 2015/11/18   16:15


